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研究成果の概要（和文）：高機能広汎性発達障害の子どもの母親への家族心理教育が母親の精神的健康度、生活の質、
育児負担度の改善に効果があるかを調べるため無作為割り付け比較試験を行った。評価としてGHQ28（精神的健康度評
価項目）、SF-36（健康関連QOL評価項目）、J-ZBI（介護負担度評価項目）などを施行した。介入群には、2週間に1回2
時間、計4回の家族心理教育を施行し、終了時の7週後と、21週後にアセスメントを行った。7週後の時点では両群でGHQ
得点に有意な差はなく21週の時点で対照群の方がより改善していた。家族心理教育プログラムは、母親の心理ストレス
や養育負担のいずれにおいても改善を示すことができなかった。

研究成果の概要（英文）：This study investigates the effectiveness of group psychoeducation to relieve the 
psychological distress of mothers of children with high-functioning pervasive developmental disorders. Sev
enty-two mothers were randomly assigned to a 4-session brief group psychoeducational program (GP), the ses
sions held every second week in addition to the usual treatment (GP+ treatment as usual (TAU) group), or t
o a TAU-alone group. The primary outcome was the 28-item General Health Questionnaire (GHQ-28) at 21 weeks
 post-randomization (week 21). The GHQ-28, the Zarit Burden Interview (ZBI), and the MOS 36-item Short For
m Health Survey (SF-36) were carried out at weeks 7 and 21. The GHQ-28 score at week 21 indicated a greate
r improvement in the TAU-alone. There was no evidence that GP+TAU led to a greater improvement of the mate
rnal mental health than TAU-alone at week 7. The psychoeducational program did not alleviate the maternal 
distress or the caregiver burden.
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１．研究開始当初の背景 

狭義の自閉症は、1 万人に約 5 人の有病率

といわれている。さらに、近年、自閉症は

狭義の自閉性障害ばかりでなく、広汎性発

達障害として幅広い概念にとってかわりつ

つある。こうした広汎性発達障害（ＰＤＤ）

についても研究がすすみ、その有病率は

0.6％～1.7％と報告されている。疾患の特

徴としてはコミュニケーションの障害、社

会性の障害、反復的・常同的な行動や興味

などがみられる。 

患児の特徴的な発達の障害に直面し、自

閉症を持つ子どもの親が感じるストレスに

ついては、いくつかの文献で報告されてい

る。また、先行研究では、広汎性発達障害

の子どもの家族歴とうつ病の関連を示唆す

るものもある。 

広汎性発達障害の子どもを持つ家族への

介入は、海外では家族介入の先行研究では

対応技法の教育や育児相談など様々な手法

が取り入れられ、部分的に行動療法を取り

扱ったものでは親の精神的健康度や適応度

に効果があったと報告されている。しかし

わが国では全国の療育センターや病院で広

く行われているが、方法は各施設によって

様々で標準化されておらず、家族介入の研

究としての報告はまだ少ない。外国での先

行研究の結果から考えても、わが国でも家

族介入の効果と方法について明らかにする

ことが必要である。 

そのため、研究者らは「わが国において

も，高機能広汎性発達障害（ＨＦＰＤＤ）

の子どもの母親に対して家族心理教育を行

うことは、家族心理教育を行わないよりも、

母親の精神的健康度・生活の質・育児負担

度の改善に効果がある。また、児の障害特

性に基づく行動の改善に効果がある」とい

う仮説を設定した。 

家族心理教育の無作為化比較試験を行う

ことで上記仮説を検証し、家族心理教育の

母親の精神的健康と子どもの行動の改善効

果を明らかにするために本研究を計画した。

また、今回の介入は今後他の医療・福祉機

関でも実践可能な全 4回のセッションとし

て設定し、実用的な支援システムの構築を

目指す。 

 

２．研究の目的 

本研究では、この研究は、「高機能広汎性

発達障害の子どもの母親への家族心理教育

は母親の精神的健康度に変化を及ぼす。ま

た、母親の生活の質、育児負担度の改善に

効果がある。また、子どもの障害特性に基

づく行動の改善に効果がある。」という仮説

を設定し、家族心理教育の効果を明らかに

することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

名古屋市立大学病院こころの医療センタ

ー外来および同小児科外来、豊川さくら病

院、豊橋市のかずおメンタルクリニックに

おいて被験者を募集した。全員にベースラ

イン・アセスメントとして GHQ28（精神的

健康度評価項目）、SF-36（健康関連 QOL 評

価項目）、J-ZBI（介護負担度評価項目）、

ABC-J（子どもの異常行動評価項目）による

評価を施行した上で、介入群と対照群に無

作為割り付けを行った。介入群に対しては、

2 週間に 1 回 2 時間、計 4 回の家族心理教

育のセッションを施行し、セッション終了



時である 7週後、経過観察のための 21 週後

にベースライン時と同様のアセスメントを

行った。家族心理教育のセッションは情報

提供の各 1 時間の教育セッションと、1 時

間のセルフヘルプとエンパワーメントを目

的としたグループ・セッションで構成した。

対照群は介入群と同時期の 7週後、21 週後

に評価を行い、21 週の評価後に家族心理教

育のセッションを施行した。 

 

４．研究成果 

結果として 72 人の同意を取得し、最終的

に介入群 36 人と対照群 36 人の全員のデー

タを得た。結果として、21 週の時点で介入

群の方が GHQ 得点が有意に高かったが、対

照群の方がより改善していた。7 週後の時

点では両群で GHQ 得点に有意な差はなかっ

た。J-ZBI、ABC-J 得点の低下については 7

週後も 21 週後も両群で有意な差は見られ

なかった。 

集団心理教育プログラムは母親の心理ス

トレス、子どもの問題行動、養育負担のい

ずれも軽減しなかった、との結論を得た。 
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